
134
山形県立米沢興譲館高等学校ＳＳＨ事務局

URL http://www.yonezawakojokan-h.ed.jp/ Email yyonekojo@pref-yamagata.ed.jp
〒９９２－１４４３ 山形県米沢市大字笹野１１０１番地 ℡０２３８－３８－４７４１（代表）

令
和
元
年
12

月
21

日
、
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
）
を
会
場
に
、
山
形
県
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
部
活
動
コ
ア
・
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）
お
よ
び
11

月
の
課
題
研
究
の
中
間

発
表
で
選
ば
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
科
学
専
門
部
の
部
、
一
般
の
部
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
の
部
（
審
査
対
象
外
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
科
学
専
門
部
の
部
で
Ｃ
Ｓ
Ｓ

部
員
に
よ
る
「
農
作
物
に
お
け
る
品
質
管
理
を
目
指
し
た
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
の
開

発
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
今
年
８
月
に
高
知
県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
部

に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
一
般
の
部
で
も
本
校
５
グ
ル
ー
プ
が
入
賞
し
ま
し
た
。

研究活動を通して
二年 理数探究科 女子

私は先日、山形県探究型学習課題研究発表会に参加し、部
活動で行ってきた研究を科学専門部の部で発表しました。
蛍光色素についての研究を山形大学大学院有機材料システ

ム研究科・片桐洋史研究室でのご指導の下、行ってきました。
始めたころはわからないことだらけでしたが、研究室の方々
の丁寧なご指導により、楽しんで研究することができました。
発表会本番の日、不安と緊張でいっぱいでした。しかし、

いざ発表の時間になると会場は活気にあふれ、いつしか緊張
も消えていました。審査員の方々をはじめ、たくさんの方々
が真剣に発表をきいて下さり、私も自分らしく発表すること
ができました。また、ご意見やアドバイスをいただいたり、
意見交換も行い、とても貴重な経験となりました。
発表を含め、研究を通してたくさんのことを学びました。

研究活動で身につけた力は自分自身の強みになります。この
学びを今後に生かしていきたいです。

山形県探究型学習課題研究発表会に参加して
二年 理数探究科 女子

私は12月に山形市のビッグウィングで行われた山形県探究
型学習課題研究発表会科学専門部に参加し、「農作物にお
ける品質管理を目指したバイオセンサーの開発」という
テーマでポスター発表しました。この発表会は今年８月に
高知県で開催される全国高校総合文化祭自然科学部門に県
代表として出場する研究の選考を兼ねています。そのため、
私にとって大きな意味を持つ発表会となりました。特に、
科学専門部には県内のレベルの高い科学部の研究が集結す
るため、とても良い刺激を得ることができました。
審査の結果、最優秀賞をいただき、全国大会へ出場する

ことが決まりました。審査員の方々や大学の先生方からの
様々な質問やアドバイスを今後の研究に生かしていきたい
です。そして全国大会では、悔いの残らないように日々の
研究活動をがんばりたいです。

高校生の”ワクワク”を向上させる授業形態
二年国際探究科 女子

私たちは山形県探究型学習課題研究発表会で、「高校
生の”ワクワク”を向上させる授業形態」についての調
査・研究の発表を行ってきました。研究では、重点であ
るワクワクの定義を「何かに興味を示し、それに対する
期待や喜びに弾んでいる状態亅としています。それに基
づきどうすれば高校生の“ワクワク”を引き出し、それを
活かして意欲的で能動的な授業を作れるか仮説を立て、
本校の生徒を対象とした実験から得られた結果を元に考
察を重ねました。現段階では、まだ研究しきれていない
ことや、アンケートを活かしきれなかったという反省が
あり、研究は完全とはいえないので、今回の発表会を1
つのステップとして、これからも高校生のワクワクを向
上させられる授業形態を模索していきたいと思っていま
す。今後も班員と協力して、自分たちの研究を誇りに思
えるように頑張っていきます！

成果発表会を振り返って
二年理数探究科 女子

先日、私たちは山形県探究型学習課題研究発表会に参加しま
した。私たちのグループは納豆菌を用いた研究を行い、その成
果を発表してきました。
これまでSSR（課題研究）の時間や放課後を使って研究をす

る中で、データの収集がうまくいかず苦労することもありまし
たが、実験方法を再度見直すことで納得のいくデータが得られ
ました。
発表当日は緊張しましたが、SSR中間発表での課題を改善し、

自分たちが伝えたいこれまでの内容をうまく伝えることができ
ました。また、他校の研究発表からポスターのまとめ方、実験
の組み立て方、参考文献のより効果的な引用の仕方など新たな
学びも得られる貴重な体験となりました。
今回の発表を終えて多くの学びが得られた反面、自分たちの

研究における課題も多く見つかったので、今後の研究に活かし、
３月の校内生徒研究発表会ではさらに良い成果を得たいです。
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